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発 掘 だ よ り No_38 豊川市教育委員会 生 涯学習課発行

〒442‐8601割 |1市諏訪1丁目1番地

TEL(053989‐2158 GttD平成16年9月 18日 (」D発 行

平 成 ■ 6年 度 国 分 寺 北 遺 跡 発 掘 調 査 の 概 要

豊川市教育委員会では、勘 |1西部土地区画整理事業に伴い、工事の対象となる遺跡の発掘

調査を実施していま抗

国分寺北遺跡は名古屋鉄道名古屋本線国府駅から北東へ約lkmに 位置する遺跡で、

西鋼 ||の左岸に開折された人幡台地 篠高約22m)に 東西方向へ展開していますЪ国分寺

引鋤 の北側には、古代犠 翻 である東赤土遺跡が広がっています。また、南西に500

mほ ど進むと古代の国府が置かれ栄えた白″亀追跡、南には古代の道路跡が見つかつた上ノ蔵

遺跡がありま坑

国分寺北遺跡ではこれまでに多くの調査が行われています。遺跡の西側では戦国時代の

八幡砦跡に騨鑓:する遺構、遺跡の東側では、弥生時代から帥 にかけての方形周溝墓

や竪穴住居、奈良時代から平安時代にかけての三河国分寺に関連する区画溝や掘立柱

建物など数多くの遺構が検出されていることから、複数の時代にわたって栄えていた遺跡で

あることがわかつています。

今回の調査地は宅地建設予定地で、国分寺北遺跡の中でも西側に位置し、人幡砦の中心

域にあたります。

1.調 査概要

・調査期間 平成16年 5月 25日から9月末まで

・調査理由 割 |1西部土地区画整理事業に伴う事前調査

・調査主体 割 |1市教育委員会

・調査面積 1, 500ポ
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2.秘 編忍さ加ノ☆割割構・進詔勿

今回の調査で1縦 時代から江戸時代にかけての遺構・遺物が検出されました。その中で

も主要なものを紹介します。

・常戦文職 の遣瞬汁 勘

煙道付炉穴 4基 検出されました。いずれも遺物の出土はありませんが、過去の調査で

検出したプランと似ていることから、同時期の縄文時代早期の遺構であると考えていま

す。過去の調査とあわせると国分寺北遺跡では16基検出されたことになります。

愛知県内では、浜井場遺跡 (イ棚 で9基、ヒロノ遺跡 (稲武町)で 1基確認され

ており、国分寺北遺跡は県内3例 目となります。

落とし大状適構 調査区の西側で1つ検出されました。遺構の底には杭を打つていたと

思われる穴が確認できました。遺物は出土していませんが、周辺調査で検出したものと

考えると縄文時代の落とし穴として使われた可能性が高いと思われます。

・戦国時代の遺構 ・遺物

八幡砦に伴うと考えられる、掘立柱建物、堀、溝等が検出されていま坑

掘立柱建物 今 回の調査区内で八幡砦に伴うと考えられる建物は3棟検出されてい

ま
・
曳 SB606は 人幡砦の中心施設になるものと考えられますЪ過去の調査で検出した戦

国時代の掘立柱建物とあわせると8棟になります。

堀 東 側の堀を検出しました。幅6～ 7m、 深さlmで す。過去に調査した、ほかの辺

と同様に浅く、腐植土層の堆積がほとんど見られないことから空堀であつた可能性が高

いと言えます。

井戸 素掘りの井戸1基を検出しました。直径 1,5m、深さは約3mま で掘り下げまし

たが湧水のため掘肖Jを中止しました。

3。 まとめ

今回の調査では、過去の調査と同様、様々な時代の遺構や遺物を検出することができまし

た。中でも、人幡砦内の建物配置がわかってきたことが最大の成果であるといえます。



過去の調査データと総合してみると、人幡砦は 100m× 100n■のほぼ正方形の方形単郭で

あり、砦の4辺 にはそれぞれ堀と十星が築かれていることがわかります。十塁の北西角には

物見やぐらと想定される掘立柱建物が建てられていまする東側の堀には土橋が作られ、土橋

の東側には馬出もしくは舛形と考えられる小規模な堀が作られていました また、砦内には

井戸が作られ、大型の掘立柱建物を中心に複数の建物が存在していました

合戦の痕跡となる焼土や武器、武具等は出上しませんでした。今後、出土遺物等の整理調

査が進むとさらに当時の様子が復元できると考えていま坑

今回の調査で、人幡砦の約 7割 に当たる調査が完了したことになりまする今後は、国分寺

北遺跡の東側に広がる国分寺寺院地を調査していくことになりま坑       ヤ

ようごかいせつ

用語解説

動 …過去に人 が々生活し、そこに遺構や遺物が残されている場所。集落跡や貝象

古墳などの目立つ遺構がある場合のほか、最近は周辺の自然環境を含めて遺跡の範囲

に取り入れることも多い。

選沸算 ,…①大地に刻まれたり、取り残された非可動的な人為による痕跡。②当事者

およびその属する社会にとっての機能が停止した騒

彫  …過去の人間活動の痕跡を何らかあ形で示している可動的な物乳 この中で、

石器や土器のよう1勤口工された結果を残すものを人工遺物、加工の跡は見られないが、

食用のために運搬され、のちに廃棄された貝塚や獣骨などを自然遺物と呼ぶbさ らに

現在ではその役割を担つていないという′点において伝世品と区別される。

掘立覆髪動物 … 地 中に穴を掘つて柱を埋め込んで立てた掘立柱式の建物。
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★ ミッ か …  地 面に掘られた遺構としての統 土坑の同義託 ただし、例えば柱入

などの比較的に小形のものに対して、土坑の用語を用いることはないが、ピットは使

用される。この点を考慮するならば、ピットのほうが土坑よりも広い対象に用いられ

る傾向にある。

☆ 勤 … 地 面を掘り窪めた穴の総称も普通は柱穴のように大形で機能が明らかなも

のの間に位置する規模の穴をさして用いる。

★ 落とあ衆・・大形ないしは中形の陸上動物を獲るためのワナのひとつ。平面形は精円形

や、葉巻形などが多い。地面に穴を掘り獲得対象の違いによって杭を立てたり、底を

狭めたりしたつくりになる。

☆ 馬出 … 虎 目の前に土手、土手と堀、堀などを構え、城兵の出入りを保護するとと

もに、敵兵の進退を妨げる設備。形や設けられる場所によつて種類がある。

★ 妨 … 四 角形の帆

★ 男 r …  城 の中の一区画。曲輪とも書く。

☆ 文朽樺評γ″ヴ 石/t湛擁彩甥歴建 … ノ【幡砦に関する資料は多いとはいえないも

のの、改定三河後風土記、尾三郷土史上巻、御当家紀年録(寛 永諸家譜、三河国宝飯

郡誌、牛窪密談記、宮島伝記、牛窪記 (上巻)、などに登場する。大筋は以下のとおり。

八幡砦は、永禄3年 (1560年 )の 桶狭間の戦いで、今川義元が討たれた後、今

川を離れ織田側についた松平 (イ罰|めが、東三河進出を計画し始めたことを意識し、一

度は磯河 (静岡)に 引き返した今川氏が構築したといわれている。

今川氏の家督を氏真が継ぎ、吉田・牛久保を防御するための前線基地として、岡崎

から東海道を通つて御油にでる敵には人幡砦、沿岸からの敵には佐脇砦 (御剛

を置いた。

永禄5年 (1562窃 9月に合戦があり、松平元康 緑誠|1家康)の 家臣酒井忠次

が一千余騎の兵を率いて両砦を攻めた。人幡砦を護っていた板倉弾正重定や佐脇砦を
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護つていた三浦左馬助義就らが応戦し、一度酒井の軍勢は御油まで退いたが、新たな

兵を引き連れた松平の本隊と合流し、再度両砦を攻め名 この結果、板倉弾正は討ち死

にし、勢いのついた松平勢は両砦を攻め取つ亀
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